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１ ． 教 育 プログラム「 都 市 デザイン工 学 応 用 コース」 について 

 

1.1 概 要  

この手引きは、「九州産業大学建築都市工学部授業科目履修規程」、「九州産業大学

建築都市工学部都市デザイン工学科都市デザイン工学応用コース履修要領」及び「履

修ガイド」の規定に基づき、教育プログラム「都市デザイン工学応用コース」（以下

「応用コース」という）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 

1.2 育 成 しようとする技 術 者 像 及 びアドミッション・ ポリシー  

（育成しようとする技術者像） 

本プログラムが目指すべき人物像は、「実社会で土木構造物、まち・建物、環境・

緑化をデザイン・施工管理する技術者である。具体的到達目標は、幅広い学問的知識

を習得し、地球環境に配慮できる素養を身につけることである。」と定めている。 

 

 （アドミッション・ポリシー） 

 都市デザイン工学応用コースでは、以下の条件を満たす学生を受け入れる。 

 １都市デザイン工学応用コースが育成しようとする技術者を目指す意欲を有する

学生 

 ２都市デザイン工学応用コースの修了に必要となる学修の基礎が３年前期の開始

時点で修得できている学生 

 

 

1.3 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標  

「土木デザイン分野」、「都市防災分野」、「まちづくり分野」、「環境緑化分野」の４

分野を柱とし、橋梁や建築などの構造物や街並みの設計・デザイン、生態系の保全ま

で、幅広い分野の技術と知識の修得を目指し、住みよいまちづくりを学び研究する。

学習・教育到達目標はつぎのとおりである。 
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（Ａ）幅広い学問的知識を習得し、地球環境に配慮できる素養を身につける。 

（Ｂ）技術者としての社会に対する責任と倫理観を身につける。 

（Ｃ）情報処理に関し、基礎知識および実務的処理能力を身につける。 

（Ｄ）数学および自然科学の基礎知識および応用能力を身につける。 

（Ｅ）構造力学、地盤工学、建設材料工学、水理学、まちづくり学、測量学の各分野

の基礎知識および応用能力を身につける。 

（Ｆ）実験・実習科目を通して、理論に対する理解を深めるとともに、現象を正確に

把握する能力を身につける。    

（Ｇ）演習科目を通して、自ら学習する能力を身につけるとともに、自然と調和した

デザイン能力を習得する。 

（H）実務的な専門知識と応用技術を身につける。 

（I）日本語による簡潔な文章表現能力、コミュニケーション能力、口頭発表能力を

身につけ、英語を通して異なる国の人と仕事のできる基礎的能力を習得する。 

（Ｊ）自主的に学習し、それを継続できる生涯学習能力を身につける。 

（Ｋ）都市デザイン工学の専門知識を総動員し、与えられた制約の下で、社会に役立

つ実務を計画・遂行する能力を身につける。 

 

学科の学習・教育到達目標と JABEE の基準の対応は、資料 1（表-1）に示すとおり

である。 
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1.4 履 修 対 象 者  

(1) 応 用 コース登 録 要 件  

 応用コースに登録するには、２年次終了までに、資料２（年次別授業科目配当表）

のうち、次の要件を満たさなければならない。 

①構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ、地盤工学Ⅰ、地盤工学Ⅱ、水理学Ⅰ及び水理学Ⅱのう

ち 8 単位以上を修得していること 

②1、2 年次に配当されている「専門必修科目」並びに構造力学演習Ⅰ、地盤工学演

習Ⅰ、水理学演習Ⅰ、まちづくり学演習、応用測量学、都市防災学Ⅰ、建設材料

工学演習、情報処理演習、植物学、応用生態学のうち 50 単位以上を修得してい

ること。 

③「基礎教育科目」を 12 単位以上修得していること 

④「外国語科目」を 4 単位以上修得していること 

 

(2) 登 録  

応用コースにおける技術者教育プログラムを履修しようとする者は、所定の期日ま

でに資料３の「都市デザイン工学応用コース履修者登録願」により願い出なければな

らない。 

 

(3)登 録 者 の卒 業 研 究 着 手 要 件  

 応用コースに登録した者は、別表（年次別授業科目配当表）のうち、次の要件を満

たさなければ卒業研究を履修することができない。 

①卒業に必要な 124 単位のうち、「卒業研究及び卒業実習以外」すべての単位を修

得していること 

②構造力学演習Ⅰ、地盤工学演習Ⅰ、水理学演習Ⅰ、まちづくり学演習、植物学、

情報処理演習、応用測量学、都市防災学Ⅰ、建設材料工学演習、応用生態学、土

木統計学、河川工学、構造力学演習Ⅱ、地盤工学演習Ⅱ、水理学演習Ⅱ、景観デ

ザイン演習、土木デザイン実習、コンクリート構造工学Ⅱ、緑化工学、インター

ンシップの単位を修得していること 
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(4)コースの変 更  

応用コースから都市デザイン工学科都市デザイン工学一般コース（以下「一般コー

ス」という）への変更を希望する者は、年度始めの所定の期日までに、資料４の「都

市デザイン工学応用コース履修者登録変更願」により願い出なければならない。 

応用コースから一般コースへ変更した者は、応用コースに再登録することはできな

い。  

 

 

1.5 履 修 科 目  

学習・教育目標と履修科目との関係は、シラバスおよび資料５の「学習・教育到達

目標を達成するために必要な授業科目の流れ」に示すとおりである。 

 

 

1.6 評 価 方 法 と評 価 基 準  

  履修科目の評価方法と評価基準は、学生便覧および各科目のシラバスに示すとお

りである。 

 

 

1.7 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標 に対 する達 成 度 の継 続 的 な点 検  

学習・教育到達目標と履修科目との関係から、資料６の「単位修得状況チェックシ

ート」で学習・教育到達目標の達成度を継続的に点検し、その学習に反映させなけれ

ばならない。 

各学年の前期学期末・後期学期末に、担任と面談し、担任に「単位修得状況チェッ

クシート」を提出すること。 
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1.8 修 了 要 件  

応用コースを修了するには、卒業研究の単位を修得し、履修規程第２条に定められ

た卒業に必要な 124 単位以上（専門必修科目：56 単位、専門選択科目：48 単位以上、

基礎教育科目：14 単位以上、外国語科目：英語 6 単位以上）を、修得しなければなら

ない。 
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２ ． 日 本 技 術 者 教 育 認 定 機 構 （ Ｊ Ａ Ｂ Ｅ Ｅ ） について 

 この教育プログラムは、2009 年 5 月に日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の

認定を受けた。これにより、平成 20 年度の修了生から、技術士第一次試験（建設部

門）合格と認定され技術士補の資格を取ることができる。技術士補として技術士を補

助した期間が４年（大学院修了後実務経験２年）をこえる者は、技術士第二次試験（建

設部門）に合格すると技術士（建設部門）となることができる。 

 

 



【資料1】

◎

◎

◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

◎ ◎ 〇

◎

◎

◎

◎ ◎ ○

[JABEEで要求される知識・能力]

(a)
(b)
(c)
(d)
(e)
(f)
(g)
(h)
(i)

[本学科で科目ごとに設定している到達目標]

(A) 

(B)

(C) 

(D)

(E) 

(F)

(G)

(H)

(I) 

(J)

(K)

表-1　学習・教育到達目標と基準1(2)の(a)～(i)との対応

(a) (b) (c) (f) (g) (h) (i)

幅広い学問的知識を習得し，地球環境に配慮できる素養を身につける。

技術者としての社会に対する責任と倫理観を身につける。

情報処理に関し，基礎知識および実務的処理能力を身につける。

(e)

基準1(2)の
知識・能力

学習・教育
到達目標

(A)

(B)

(C)

(D)

実務的な専門知識と応用技術を身につける。

日本語による簡潔な文章表現能力，コミュニケーション能力，口頭発表能力を身につけ，英語を通して異なる
国の人と仕事のできる基礎的能力を習得する。

数学および自然科学の基礎知識および応用能力を身につける。

構造力学，地盤工学，建設材料工学，水理学，まちづくり学，測量学の各分野の基礎知識および応用能力を
身につける。

実験・実習科目を通して，理論に対する理解を深めるとともに，現象を正確に把握する能力を身につける。

演習科目を通して，自ら学習する能力を身につけるとともに，自然と調和したデザイン能力を習得する。

(E)

(F)

与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力

チームで仕事をするための能力

(K)

(G)

(H)

(I)

(J)

自主的に学習し，それを継続できる生涯学習能力を身につける。

都市デザイン工学の専門知識を総動員し，与えられた制約の下で，社会に役立つ実務を計画・遂行する能力
を身につける。

(d)

地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対する貢献と責任に関する理解

数学、自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力

当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力

種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力

自主的、継続的に学習する能力
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表-2 年次別授業科目配当表 

（ 凡 例 ） ゴ シ ッ ク 体 の 科 目 ： 応 用 コ ー ス を 修 了 す る た め に 必 ず 修 得 し な け れ ば な ら な い 科 目  

   建 ： 建 築 士 試 験 の 受 験 資 格 要 件 （ 指 定 科 目 ）、 ビ ： ビ オ ト ー プ 管 理 士 試 験 一 部 免 除 科 目 、 環 ： 環 境 再 生 医 対 応 科 目  

※１  建築士試 験の受験資格要 件（指定科目） である科目につ いては、 2 年次「建築設計製図 」の単位取得を 履修

要件とすること がある。  

区分  

第１年次  第２年次  第３年次  第４年次  

授業科目  
単

位  
授業科目  

単

位  
授業科目  

単

位  
授業科目  

単

位  

専 
 
 
 
 

門 
 
 
 
 

科 
 
 
 
 

目 

必 
 
 
 
 

修 

   建築都市 入門  

    基礎数学  

    基礎物理  

   設計製図 Ⅰ  

水理学Ⅰ  

建   構造力学 Ⅰ  

建   地盤工学 Ⅰ   

建   グリーン インフラ論   

建   基礎測量 学  

建   測量学実 習  

建   建設材料 工学  

ビ環  基礎環境 学  

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

建  構造力学Ⅱ  

建  地盤工学Ⅱ  

建  水理学Ⅱ  

建  建設材料実 験  

建  建設ＣＡＤ 演習  

建  まちづくり 学  

建  景観デザイ ン  

   

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

  環境水理実 習  

  応用ゼミナ ール  

建  ｺﾝｸﾘｰﾄ構造工学Ⅰ  

建  技術者倫理  

 

2 

2 

2 

2 

 卒業研究  

 卒業実習  

 

6 

4 

選 
 
 
 
 

択 

環   植物学  

    情報処理 演習  

   

2 

2 

 

    都市防災 学Ⅰ  

応用測量学  

水理学演習Ⅰ  

  構造力学演 習Ⅰ  

  地盤工学演 習Ⅰ  

建   建設材料 工学演習  

ビ環  応用生態 学  

   生態学  

     都市防災 学Ⅱ  

   設計製図 Ⅱ  

   工業概論  

建   まちづく り学演習  

建    建築設計 製図  

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

    構造力学 演習Ⅱ  

    地盤工学 演習Ⅱ  

    水理学演 習Ⅱ  

河川工学  

土木 ﾃﾞｻﾞｲﾝ実習  

土木統計学  

建   景観デザ イン演習  

建   ｺﾝｸﾘｰﾄ構造工学Ⅱ  

ビ環  緑化工学  

環   インター ンシップ  

  植物生態学 演習  

  都市防災学 演習  

   道路工学  

   水環境工 学  

  橋梁工学  

   プログラミ ング入門  

   職業指導  

建   建築生産  

建   建築法規  

建   構造力学 Ⅲ  

ビ環  環境法規  

建   建築製図 Ⅰ  

建   保存修景 計画  

建   建築デザ イン  

   

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

施工管理学  

  海岸港湾工学  

建  耐震工学  

建  建築製図Ⅱ  

2 

2 

2

2 
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表-3 年次別授業科目配当表 
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   年   月   日 

 

 

ＪＡＢＥＥ対応教育プログラム 

「都市デザイン工学応用コース」履修者登録願 

 

 

九州産業大学建築都市工学部長 殿 

 

 九州産業大学建築都市工学部授業科目履修規程、九州産業大学建築都市工学部都市デザイン工学

科都市デザイン工学応用コース履修要領、履修ガイド及び履修の手引きの規定を理解した上で、Ｊ

ＡＢＥＥ対応教育プログラム「都市デザイン工学応用コース」の履修者として登録します。 

 

 

 

九州産業大学建築都市工学部都市デザイン工学科 

学生番号                

氏  名               印   
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   年   月   日 

 

ＪＡＢＥＥ対応教育プログラム 

「都市デザイン工学応用コース」履修者登録変更願 

 

 

九州産業大学建築都市工学部長 殿 

 

 ＪＡＢＥＥ対応教育プログラム「都市デザイン工学応用コース」の履修者として登録しましたが、

九州産業大学建築都市工学部都市デザイン工学科都市デザイン工学応用コース履修要領第６条に

基づき、下記の理由により「一般コース」へ変更します。 

 

変更理由                                            

 

 

九州産業大学建築都市工学部都市デザイン工学科 

学生番号               

 

氏  名               印 
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

建築設計製図（△建) 建築生産(△建) 建築製図Ⅰ（△建） 建築製図Ⅱ（△建） 住居環境入門（他建）

保存修景学（△建） 建築法規（△建） 住居設備（他建） 建築史（他建）

住宅構法概論（他建） 建築デザイン（△建） 施設計画（他建） 住宅計画（他建）

工業概論(△教職)

（Ｂ）
グリーンインフラ論
(◎)

建築都市入門（◎） 技術者倫理(◎)

（Ｃ） 情報処理演習(〇) 建設CAD演習(◎) プログラミング入門(△)

基礎数学(◎)

基礎物理(◎)

基礎環境学(◎) 植物学(〇) 生態学(△) 応用生態学(〇) 緑化工学(〇)

構造力学Ⅰ(◎) 構造力学演習Ⅰ(〇) 構造力学Ⅱ(◎） 構造力学演習Ⅱ(〇) 構造力学Ⅲ(△)

建設材料工学(◎) 建設材料工学演習(〇) ｺﾝｸﾘｰﾄ構造工学Ⅰ(◎) ｺﾝｸﾘｰﾄ構造工学Ⅱ(〇)

地盤工学Ⅰ(◎) 地盤工学演習Ⅰ(〇) 地盤工学Ⅱ(◎) 地盤工学演習Ⅱ(〇)

水理学Ⅰ(◎) 水理学演習Ⅰ(〇) 水理学Ⅱ(◎) 水理学演習Ⅱ(〇)

まちづくり学(◎) 土木統計学(〇)

基礎測量学(◎) 応用測量学(〇)

（Ｆ） 測量学実習(◎) 建設材料実験(◎) 環境水理実習(◎) 土木デザイン実習(〇)

設計製図Ⅰ(◎) 設計製図Ⅱ(△) 植物生態学演習(△)

まちづくり学演習(〇) 景観デザイン演習(〇)

都市防災学演習(△) 応用ゼミナール（◎）

都市防災学Ⅰ(〇） 都市防災学Ⅱ(△) 河川工学(〇) 水環境工学(△) 耐震工学(△)

景観デザイン(◎) 環境法規(△) 海岸港湾工学(△)

道路工学(△) 橋梁工学(△) 施工管理学(△)

インターンシップ(〇)

応用ゼミナール（◎）

（Ｊ）

（Ｋ）

◎：必修科目 △：選択科目

〇：応用コースを修了するために必ず修得しなければならない科目

基礎教育科目，外国語科目の詳細については【資料2】を参照

（Ｇ）

（Ｈ）

卒業研究(◎)

卒業研究(◎)

（Ｉ）

卒業実習(◎)

外国語科目

（Ａ）

職業指導(△教職)

基礎教育科目

（Ｄ）

（Ｅ）

表-5　学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ

学習・教
育

の目標

授業科目名

1年 2年 3年 4年
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【資料6】

【1、2年生のみ記入】 【3年生のみ記入】

■第3・4年次配当科目履修要件チェック ■卒業研究着手要件チェック（全員）
導入科目群の計

学修基礎科目群の計 基礎数学（必須） 第3年次配当科目の単位修得の有無（第3年次配当科目の単位修得が必要） ○or×
キャリア科目群の計 基礎物理（必須） ①専門必修科目修得単位数（40単位以上必要）
文理芸融合科目群の計 全修得単位数（56単位以上必要） 数値 ②専門選択科目修得単位数（48単位以上の場合は48と記入）
教養科目群の計 判　定 ○or× ③基礎教育科目修得単位数（14単位以上の場合は14と記入）

□建 建築設計製図 2 □建 建築生産 2 □建 建築製図Ⅱ 2 ④外国語科目修得単位数（6単位以上の場合は6と記入）
□建 保存修景計画 2 ■応用コース登録要件チェック
□建 建築製図Ⅰ 2 構造力学Ⅰ
□建 建築法規 2 地盤工学Ⅰ 判　定 ○or×
□建 建築デザイン 2 水理学Ⅰ

□教 工業概論 2 □教 職業指導 4 構造力学Ⅱ
＊ ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ論 2 地盤工学Ⅱ ■応用コース卒業研究着手要件チェック（応用コースのみ）
＊ 建築都市入門 2 ＊建 技術者倫理 2 水理学Ⅱ 構造力学Ⅰ

（Ｃ） ■ 情報処理演習 2 建＊ 建設CAD演習 2 □ プログラミング入門 2 建築都市入門 地盤工学Ⅰ
＊ 基礎数学 2 □ 生態学 2 ■ビ 緑化工学 2 基礎数学 水理学Ⅰ
＊ 基礎物理 2 ■ビ 応用生態学 2 基礎物理 構造力学Ⅱ
ビ＊ 基礎環境学 2 基礎測量学 地盤工学Ⅱ
■ 植物学 2 基礎環境学 水理学Ⅱ

建＊ 基礎測量学 2 ■ 構造力学演習Ⅰ 2 ■ 構造力学演習Ⅱ 2 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ論 建築都市入門
建＊ 構造力学Ⅰ 2 ■ 地盤工学演習Ⅰ 2 建＊ ｺﾝｸﾘｰﾄ構造工学Ⅰ 2 測量学実習 基礎数学
建＊ 地盤工学Ⅰ 2 ■ 水理学演習Ⅰ 2 ■ 地盤工学演習Ⅱ 2 情報処理演習 基礎物理

＊ 水理学Ⅰ 2 ■ 応用測量学 2 ■ 水理学演習Ⅱ 2 設計製図Ⅰ 基礎測量学
建＊ 建設材料工学 2 建＊ 構造力学Ⅱ 2 □建 構造力学Ⅲ 2 植物学 基礎環境学

建＊ 地盤工学Ⅱ 2 ■建 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造工学Ⅱ 2 建設材料工学 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ論
＊ 水理学Ⅱ 2 ■ 土木統計学 2 構造力学演習Ⅰ 測量学実習

建■ 建設材料工学演習 2 地盤工学演習Ⅰ 情報処理演習
建＊ まちづくり学 2 水理学演習Ⅰ 設計製図Ⅰ

＊建 測量学実習 2 建＊ 建設材料実験 2 ＊ 環境水理実習 2 まちづくり学 植物学
■ 土木ﾃﾞｻﾞｲﾝ実習 2 まちづくり学演習 建設材料工学

＊ 設計製図Ⅰ 2 ■建 まちづくり学演習 2 ■建 景観デザイン演習 2 建設材料実験 構造力学演習Ⅰ
□ 設計製図Ⅱ 2 □ 植物生態学演習 2 建設CAD演習 地盤工学演習Ⅰ

□ 都市防災学演習 2 応用測量学 水理学演習Ⅰ
＊ 応用ゼミナール 2 都市防災学Ⅰ まちづくり学

■ 都市防災学Ⅰ 2 □ 道路工学 2 □ 施工管理学 2 建設材料工学演習 まちづくり学演習
□ 都市防災学Ⅱ 2 □ 橋梁工学 2 □建 耐震工学 2 景観デザイン 建設材料実験
＊建 景観デザイン 2 ■ 河川工学 2 □ 海岸港湾工学 2 応用生態学 建設CAD演習

□ 水環境工学 2 応用測量学
□ビ 環境法規 2 都市防災学Ⅰ
■ インターンシップ 2 上記科目の単位数の合計（50単位以上必要） 建設材料工学演習

Reading & Writing Ⅰ 1 Reading & Writing Ⅲ 1 基礎教育科目修得単位数(12単位以上必要） 景観デザイン
Reading & Writing Ⅱ 1 Reading & Writing Ⅳ 1 外国語科目修得単位数（4単位以上必要） 応用生態学
Listening & Speaking Ⅰ 1 Listening & Speaking Ⅲ 1 判　定 ○or× コンクリート構造工学Ⅰ
Listening & Speaking Ⅱ 1 Listening & SpeakingⅣ 1 English Expressions 2 環境水理実習
Four Skills I 2 TOEIC Plus 2 河川工学
Four Skills II 2 Reading Focus 2 緑化工学
Labo Training I 1 Writing Focus 2 構造力学演習Ⅱ
Labo Training II 1 Business English 2 地盤工学演習Ⅱ
Domestic Job Training 4 English Pronunciation 2 水理学演習Ⅱ
Overseas Job Training 4 Introduction to Translatio 2 景観デザイン演習

Global Perspectives 2 応用ゼミナール
＊ 応用ゼミナール (2) ＊ 卒業実習 4 技術者倫理

（Ｊ） ＊ (卒業研究) (6) 土木デザイン実習

（Ｋ） ＊ 卒業研究 6 【全員記入】 土木統計学

コンクリート構造工学Ⅱ
　（凡例） *：必修科目、□：選択科目、■ゴシック体の科目：応用コースを修了するために必ず修得しなければならない科目 学習・教育目標等に対する要望 インターンシップ
　　　　　建：「正規の建築に関する課程」該当科目 基礎教育科目修得単位数（14単位以上必要）  数値
　　　　　※学習教育目標Aの建築士受験資格指定科目は、2年後期の「建築設計製図」の単位を修得済の建築士を目指す学生であることが履修要件 外国語科目修得単位数（6単位以上必要）  数値
　　　　　ビ：ビオトープ管理士試験一部免除科目　 判　定
　　　　　教：教職課程の指定科目　 

学習・教育目標の達成度(除卒研・卒実)

【担任記入　面談記録】 （Ａ）(     )単位取得 /14単位

　受領日　　＿＿＿＿＿年＿＿＿月＿＿＿日 （Ｂ）(     )単位取得  /6単位

□　チェックシートの学習･教育目標の達成度を確認した。 （Ｃ）(     )単位取得  /4単位

□　応用コースの履修について適切な履修指導を行った。 （Ｄ）(     )単位取得 /12単位 【4年生のみ記入】

□　単位修得状況を把握し、適切な履修指導を行った。 　担任名　　____________________＿＿＿＿＿＿＿ （Ｅ）(     )単位取得 /40単位　　　+8単位

□　資格取得について指導をおこなった。 （Ｆ）(     )単位取得  /8単位 ■卒業要件チェック（卒業研究6単位及び卒業実習4単位を除く）

□　面談内容をK’s Lifeに登録した。 （Ｇ）(     )単位取得  /8単位 ①専門必修科目修得単位数（46単位必要）

（Ｈ）(     )単位取得  /8単位 ②専門選択科目修得単位数（48単位以上必要）

その他（学生の要望・質問、面談内容） （Ｉ）(     )単位取得  /6単位 ③基礎教育科目修得単位数（14単位以上必要）

（計）(     )単位取得/114単位  ④外国語科目修得単位数（英語6単位以上必要）

上記①～④の単位数の合計（114単位必要）

判　定 ○or×
希望コース： 　応用ｺｰｽ　　一般ｺｰｽ　　 　年　月　日

担任
学　　年：第　　　　　年次　　

学籍番号：　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　

構造力学Ⅰ・Ⅱ，地盤工学Ⅰ・Ⅱ，水理学
Ⅰ・Ⅱの単位数の合計（8単位以上必要）

（Ｉ）

外
国
語
科
目

専
門
科
目

学習・教育目標の達成度および登録要件を確認して，希
望するコースを丸囲みしてください。

卒業に必要な124単位のうち、修得した単位数（上記①～④の単位数の合
計を記入．94単位以上必要）

（Ｂ）

（Ｄ）

（Ｅ）

（Ｆ）

（Ｇ）

授業科目
単
位

修
得

（Ａ）

基
礎
教
育

専
門
科
目

（Ｈ）

第4年次

授業科目
単
位

修
得

授業科目
単
位

修
得

授業科目
単
位

修
得

都市デザイン工学科　単位修得状況チェックシート（2022年度以降入学者用）
　各科目の単位修得状況チェック（単位を修得した科目は、「修得」の欄に○を記入）　
　基礎教育科目については、各科目群の修得単位数を記入

学習・
教育目

標

科
目
区
分

第1年次 第2年次 第3年次

○or×

○or×

数値

○or×

数値

○or×

数値

要件チェックの方法
・欄外に○or×と書かれている項目では，当該科目の単位を修得していれば○
を，そうでなければ×を記入して下さい．
・欄外に数値と書かれている項目では，修得単位数を記入して下さい．
・判定欄は，* の付いた項目の結果が同項目左欄のカッコ内の条件をすべて満
たしていれば○を，そうでなければ×を記入して下さい．
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